
2019年 1月 26日 企画委員会 

はじめに：今回の学会の途中経過・所感  

盛況。各会場は狭いが致し方なし、聴衆は集中して聞いていました。 

①次回学会のメインテーマ「犬の軟部組織肉腫」について 

  大枠、演者案を意見交換を行いました。下記の決定がされました。 

 ・動物種を犬に限定する。 

 ・発生部位は体表発生をメインにして、腹腔臓器は発表演題を見て少し扱う。 

 ・社員総会で改選があるため、午後の開始時刻は 15:00からとする。 

 ・ 

②来年以降のメインテーマについて（案） 

 2020冬（東京） ３月 19~22日 世界がん学会 

 2020夏（大阪） 8月 22~23日 下記の案が話し合われました。（未定） 

① 呼吸器腫瘍（鼻以外、気管〜肺腫瘍、タイトルを検討） 

② 肛門周囲の腫瘍（201４年 11月の外科シンポで既出、△） 

③ 前立腺（外科シンポジウムが泌尿器再建のため、ボツ） 

④ 転移と戦う（委員会の後に提案された。新しい視点だが論点が難しい） 

 2021冬（大阪） 1/30−31口腔腫瘍 2021（予定） 

 2021夏（東京） 7/3-4  リンパ腫 2021（予定） 

 

③決定事項 

 日程：第 2１回学会：2019年７月 6日 7日 

 1. 第 2１回「犬の軟部組織肉腫」の大枠と演者案  候補者に交渉中。委員会からも推薦待ち。 

 2. 第 2２回 WVCCのコラボ企画  各委員会に協力依頼、詳細未定。WVCC委員の情報待ち。 

 3. 第 2１回「内科シンポジウム」の内容、演者案  オンコロジックエマージェンシーPart２（内科委員

会にて継続審議） 

 4. 第 2１回「卒後教育講演（内科・外科・放射線・病理）」 未定 

     

その他（メモ） 

 1.今回の学会の反省：一般口演、メインシンポジウムの症例発表者に感謝状を渡し忘れました。 

次回から、各部屋の担当者から、座長に依頼してください。 

2.会議の後、タイムスケジュールを改訂しました。  

委員会企画の教育講演の日時が変更になっておりますのでご注意ください。 


